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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Nチャネル・オーディオ信号を再構成するための方法であって、N≧3であり、当該方法
は：
　単一チャネル・ダウンミックス信号を、関連付けられたドライ・アップミックス・パラ
メータおよびウェット・アップミックス・パラメータと一緒に受領する段階と；
　ドライ・アップミックス信号を、前記ダウンミックス信号の線形マッピングとして計算
する段階であって、ドライ・アップミックス係数の集合が前記ダウンミックス信号に適用
される、段階と；
　前記ダウンミックス信号に基づいて脱相関信号を生成する段階であって、前記脱相関信
号は(N－1)個のチャネルをもつ、段階と；
　ウェット・アップミックス信号を、前記脱相関信号の前記(N－1)個のチャネルの線形マ
ッピングとして計算する段階であって、ウェット・アップミックス係数の集合が前記脱相
関信号の諸チャネルに適用される、段階と；
　前記ドライ・アップミックス信号および前記ウェット・アップミックス信号を組み合わ
せて、再構成されるべき前記Nチャネル・オーディオ信号に対応する多次元の再構成され
た信号を得る段階とを含み、当該方法はさらに：
　受領されたドライ・アップミックス・パラメータに基づいてドライ・アップミックス係
数の前記集合を決定する段階と；
　受領されたウェット・アップミックス・パラメータの数より多くの要素をもつ中間行列
に、前記受領されたウェット・アップミックス・パラメータおよび該中間行列があらかじ
め定義された行列クラスに属することを知っていることに基づいて値を入れる段階であっ
て、前記あらかじめ定義された行列クラス内のすべての行列の既知の属性が、あらかじめ
定義された行列要素の間の既知の関係またはあらかじめ定義された行列要素が0であるこ
とを含む、段階と；
　前記中間行列にあらかじめ定義された行列を乗算することによってウェット・アップミ
ックス係数の前記集合を得る段階とを含み、前記ウェット・アップミックス係数の前記集
合は前記乗算から帰結する行列に対応し、前記中間行列の要素の数より多い係数を含む、
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方法。
【請求項２】
　前記ウェット・アップミックス・パラメータを受領する段階は、N(N－1)/2個のウェッ
ト・アップミックス・パラメータを受領することを含み、
　前記中間行列に値を入れることは、受領されたN(N－1)/2個のウェット・アップミック
ス・パラメータおよび前記中間行列が前記あらかじめ定義された行列クラスに属すること
を知っていることに基づいて、(N－1)2個の行列要素についての値を得ることを含み、
　前記あらかじめ定義された行列はN(N－1)個の要素を含み、ウェット・アップミックス
係数の前記集合はN(N－1)個の係数を含む、
請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記中間行列に値を入れることは、受領されたウェット・アップミックス・パラメータ
を前記中間行列における要素として用いることを含む、請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
　前記ドライ・アップミックス・パラメータを受領する段階は、(N－1)個のドライ・アッ
プミックス・パラメータを受領することを含み、ドライ・アップミックス係数の前記集合
はN個の係数を含み、ドライ・アップミックス係数の前記集合は、受領された(N－1)個の
ドライ・アップミックス・パラメータに基づき、かつドライ・アップミックス係数の前記
集合内の係数間のあらかじめ定義された関係に基づいて決定される、請求項１ないし３の
うちいずれか一項記載の方法。
【請求項５】
　前記あらかじめ定義された行列クラスは：
　クラス内のすべての行列の既知の属性があらかじめ定義された行列要素が0であること
を含む、下三角行列または上三角行列；
　クラス内のすべての行列の既知の属性があらかじめ定義された行列要素が等しいことを
含む、
対称行列；および
　クラス内のすべての行列の既知の属性があらかじめ定義された行列要素の間の既知の関
係を含む、直交行列と対角行列の積
のうちの一つである、請求項１ないし４のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項６】
　前記ダウンミックス信号は、あらかじめ定義された規則に従って、再構成されるべき前
記Nチャネル・オーディオ信号の線形マッピングとして取得可能であり、前記あらかじめ
定義された規則は、あらかじめ定義されたダウンミックス動作を定義し、前記あらかじめ
定義された行列は、前記あらかじめ定義されたダウンミックス動作のカーネル空間を張る
ベクトルに基づく、請求項１ないし５のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項７】
　前記単一チャネル・ダウンミックス信号を関連付けられたドライ・アップミックス・パ
ラメータおよびウェット・アップミックス・パラメータと一緒に受領する段階は、前記ダ
ウンミックス信号の時間セグメントまたは時間／周波数タイルを、関連付けられたドライ
・アップミックス・パラメータおよびウェット・アップミックス・パラメータと一緒に受
領することを含み、前記多次元の再構成された信号は、再構成されるべき前記Nチャネル
・オーディオ信号の時間セグメントまたは時間／周波数タイルに対応する、請求項１ない
し６のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項８】
　第一の単一チャネル・ダウンミックス信号および関連付けられたドライ・アップミック
ス・パラメータおよびウェット・アップミックス・パラメータに基づいてNチャネル・オ
ーディオ信号を再構成するよう構成された第一のパラメトリック再構成部を有するオーデ
ィオ・デコード・システムであって、N≧3であり、前記第一のパラメトリック再構成部は
：
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　前記第一のダウンミックス信号を受領して、それに基づいて(N－1)個のチャネルをもつ
第一の脱相関信号を出力するよう構成された第一の脱相関部と；
　第一のドライ・アップミックス部であって、
　　　前記ドライ・アップミックス・パラメータおよび前記ダウンミックス信号を受領し
；
　　　前記ドライ・アップミックス・パラメータに基づいてドライ・アップミックス係数
の第一の集合を決定し；
　　　前記第一のダウンミックス信号をドライ・アップミックス係数の前記第一の集合に
基づいて線形にマッピングすることによって計算される第一のドライ・アップミックス信
号を出力するよう構成されている、第一のドライ・アップミックス部と；
　第一のウェット・アップミックス部であって、
　　　前記ウェット・アップミックス・パラメータおよび前記第一の脱相関信号を受領す
る段階と；
　　　受領されたウェット・アップミックス・パラメータの数より多くの要素をもつ第一
の中間行列に、受領されたウェット・アップミックス・パラメータおよび前記第一の中間
行列が第一のあらかじめ定義された行列クラスに属していると知っていることに基づいて
値を入れる段階であって、前記第一のあらかじめ定義された行列クラス内のすべての行列
の既知の属性が、あらかじめ定義された行列要素の間の既知の関係またはあらかじめ定義
された行列要素が0であることを含む、段階と；
　　　前記第一の中間行列に第一のあらかじめ定義された行列を乗算することによってウ
ェット・アップミックス係数の第一の集合を得る段階であって、ウェット・アップミック
ス係数の前記第一の集合は前記乗算から帰結する行列に対応し、前記第一の中間行列の要
素の数より多い係数を含む、段階と；
　　　前記第一の脱相関信号の前記(N－1)個のチャネルをウェット・アップミックス係数
の前記第一の集合に従って線形にマッピングすることによって計算された第一のウェット
・アップミックス信号を出力する段階とを実行するよう構成されている第一のウェット・
アップミックス部と；
　前記第一のドライ・アップミックス信号および前記第一のウェット・アップミックス信
号を受領し、これらの信号を組み合わせて、再構成されるべき前記Nチャネル・オーディ
オ信号に対応する第一の多次元の再構成された信号を得るよう構成された第一の組み合わ
せ部を有する、
オーディオ・デコード・システム。
【請求項９】
　前記第一のパラメトリック再構成部とは独立に動作可能であり、第二の単一チャネル・
ダウンミックス信号および関連付けられたドライ・アップミックス・パラメータおよびウ
ェットのアップミックス・パラメータに基づいてN2チャネル・オーディオ信号を再構成す
るよう構成された第二のパラメトリック再構成部をさらに有しており、N2≧2であり、前
記第二のパラメトリック再構成部は、第二の脱相関部、第二のドライ・アップミックス部
、第二のウェット・アップミックス部および第二の組み合わせ部を有しており、前記第二
のパラメトリック再構成部のこれらの部は、前記第一のパラメトリック再構成部の対応す
る各部と類似の構成であり、前記第二のウェット・アップミックス部は、第二のあらかじ
め定義された行列クラスに属する第二の中間行列および第二のあらかじめ定義された行列
を用いるよう構成されており、前記第二のあらかじめ定義された行列クラス内のすべての
行列の既知の属性が、あらかじめ定義された行列要素の間の既知の関係またはあらかじめ
定義された行列要素が0であることを含む、請求項８記載のオーディオ・デコード・シス
テム。
【請求項１０】
　当該オーディオ・デコード・システムは、複数のダウンミックス・チャネルおよび関連
付けられたドライ・アップミックス・パラメータおよびウェット・アップミックス・パラ
メータに基づいてマルチチャネル・オーディオ信号を再構成するよう適応されており、当
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該オーディオ・デコード・システムは：
　それぞれのダウンミックス・チャネルおよびそれぞれの関連付けられたドライ・アップ
ミックス・パラメータおよびウェットのアップミックス・パラメータに基づいてオーディ
オ信号チャネルのそれぞれの集合を独立して再構成するよう動作可能なパラメトリック再
構成部を含む複数の再構成部と；
　前記マルチチャネル・オーディオ信号のチャネルの、それぞれのダウンミックス・チャ
ネルおよび少なくとも該ダウンミックス・チャネルのいくつかについてはそれぞれの関連
付けられたドライ・アップミックス・パラメータおよびウェット・アップミックス・パラ
メータによって表わされるチャネルの諸集合への分割に対応する、前記マルチチャネル・
オーディオ信号の符号化フォーマットを示す信号伝達を受領するよう構成された制御部で
あって、前記符号化フォーマットはさらに、それぞれの関連付けられたウェット・アップ
ミックス・パラメータに基づいてチャネルの前記それぞれの集合のうち少なくともいくつ
かの集合に関連付けられたウェット・アップミックス係数を得るためのあらかじめ定義さ
れた行列の集合にさらに対応する、制御部とを有しており、
　当該デコード・システムは、前記受領された信号伝達が第一の符号化フォーマットを示
すことに応答して、前記複数の再構成部の第一の部分集合を使って前記マルチチャネル・
オーディオ信号を再構成するよう構成されており、当該デコード・システムは、前記受領
された信号伝達が第二の符号化フォーマットを示すことに応答して、前記複数の再構成部
の第二の部分集合を使って前記マルチチャネル・オーディオ信号を再構成するよう構成さ
れていており、前記再構成部の前記第一および第二の部分集合の少なくとも一方は、前記
第一のパラメトリック再構成部を含む、
請求項８または９記載のオーディオ・デコード・システム。
【請求項１１】
　前記複数の再構成部は、高々単一のオーディオ・チャネルがエンコードされたダウンミ
ックス・チャネルに基づいて単一のオーディオ・チャネルを独立して再構成するよう動作
可能な単一チャネル再構成部を含み、前記再構成部の前記第一および第二の部分集合の少
なくとも一方は、前記単一チャネル再構成部を有する、請求項１０記載のオーディオ・デ
コード・システム。
【請求項１２】
　前記第一の符号化フォーマットは、前記第二の符号化フォーマットより、少数のダウン
ミックス・チャネルからの前記マルチチャネル・オーディオ信号の再構成に対応する、請
求項１０または１１記載のオーディオ・デコード・システム。
【請求項１３】
　Nチャネル・オーディオ信号を単一チャネル・ダウンミックス信号およびメタデータと
してエンコードする方法であって、前記メタデータは、該ダウンミックス信号および該ダ
ウンミックス信号に基づいて決定される脱相関信号からの前記オーディオ信号のパラメト
リック再構成のために好適なものであり、N≧3であり、前記脱相関信号は(N－1)個のチャ
ネルをもち、当該方法は：
　前記オーディオ信号を受領する段階と；
　あらかじめ定義された規則に従って、前記単一チャネル・ダウンミックス信号を前記オ
ーディオ信号の線形マッピングとして計算する段階と；
　前記オーディオ信号を近似する前記ダウンミックス信号の線形マッピングを定義するた
めのドライ・アップミックス係数の集合を決定する段階と；
　受領された前記オーディオ信号の共分散と前記ダウンミックス信号の前記線形マッピン
グによって近似される前記オーディオ信号の共分散との間の差に基づいて中間行列を決定
する段階であって、前記中間行列は、あらかじめ定義された行列を乗算されたとき、前記
オーディオ信号のパラメトリック再構成の一部として前記脱相関信号の前記(N－1)個のチ
ャネルの線形マッピングを定義するウェット・アップミックス係数の集合に対応し、ウェ
ット・アップミックス係数の前記集合は、前記中間行列の要素の数より多くの係数を含む
、段階と；
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　ドライ・アップミックス係数の前記集合が導出可能であるもとになるドライ・アップミ
ックス・パラメータおよびウェット・アップミックス・パラメータと一緒に前記ダウンミ
ックス信号を出力する段階であって、前記中間行列は出力ウェット・アップミックス・パ
ラメータの数より多くの要素をもち、前記中間行列は、該中間行列があらかじめ定義され
た行列クラスに属する限り、前記出力ウェット・アップミックス・パラメータによって一
意的に定義され、前記あらかじめ定義された行列クラス内のすべての行列の既知の属性が
、あらかじめ定義された行列要素の間の既知の関係またはあらかじめ定義された行列要素
が0であることを含む、段階とを含む、
方法。
【請求項１４】
　前記中間行列を決定する段階が、ウェット・アップミックス係数の前記集合によって定
義される、前記脱相関信号の前記線形マッピングによって得られる信号の共分散が、受領
された前記オーディオ信号の共分散と前記ダウンミックス信号の前記線形マッピングによ
って近似される前記オーディオ信号の共分散との間の差を近似するよう、前記中間行列を
決定することを含む、請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　前記ウェット・アップミックス・パラメータを出力する段階は、高々N(N－1)/2個のウ
ェット・アップミックス・パラメータを出力することを含み、前記中間行列は(N－1)2個
の行列要素を有し、前記中間行列が前記あらかじめ定義された行列クラスに属する限り、
前記出力ウェット・アップミックス・パラメータによって一意的に定義され、ウェット・
アップミックス係数の前記集合はN(N－1)個の係数を含む、請求項１３または１４記載の
方法。
【請求項１６】
　ドライ・アップミックス係数の前記集合はN個の係数を含み、ドライ・アップミックス
・パラメータを出力することは、高々(N－1)個のドライ・アップミックス・パラメータを
出力することを含み、ドライ・アップミックス係数の前記集合は、前記(N－1)個のドライ
・アップミックス・パラメータから、前記あらかじめ定義された規則を使って導出可能で
ある、請求項１３ないし１５のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項１７】
　ドライ・アップミックス係数の決定された集合は、前記オーディオ信号の最小平均平方
誤差近似に対応する前記ダウンミックス信号の線形マッピングを定義する、請求項１３な
いし１６のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項１８】
　Nチャネル・オーディオ信号を単一チャネル・ダウンミックス信号およびメタデータと
してエンコードするよう構成されたパラメトリック・エンコード部を有するオーディオ・
エンコード・システムであって、前記メタデータは、該ダウンミックス信号および該ダウ
ンミックス信号に基づいて決定される脱相関信号からの前記オーディオ信号のパラメトリ
ック再構成のために好適なものであり、N≧3であり、前記脱相関信号は(N－1)個のチャネ
ルをもち、前記パラメトリック・エンコード部は：
　前記オーディオ信号を受領し、あらかじめ定義された規則に従って、前記単一チャネル
・ダウンミックス信号を前記オーディオ信号の線形マッピングとして計算するよう構成さ
れたダウンミックス部と；
　前記オーディオ信号を近似する前記ダウンミックス信号の線形マッピングを定義するた
めのドライ・アップミックス係数の集合を決定するよう構成された第一の解析部と；
　受領された前記オーディオ信号の共分散と前記ダウンミックス信号の前記線形マッピン
グによって近似される前記オーディオ信号の共分散との間の差に基づいて中間行列を決定
するよう構成されている第二の解析部であって、前記中間行列は、あらかじめ定義された
行列を乗算されたとき、前記オーディオ信号のパラメトリック再構成の一部として前記脱
相関信号の前記(N－1)個のチャネルの線形マッピングを定義するウェット・アップミック
ス係数の集合に対応し、ウェット・アップミックス係数の前記集合は、前記中間行列の要
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素の数より多くの係数を含む、第二の解析部とを有しており、
　前記パラメトリック・エンコード部は、ドライ・アップミックス係数の前記集合が導出
可能であるもとになるドライ・アップミックス・パラメータおよびウェット・アップミッ
クス・パラメータと一緒に前記ダウンミックス信号を出力するよう構成されており、前記
中間行列は出力ウェット・アップミックス・パラメータの数より多くの要素をもち、前記
中間行列は、該中間行列があらかじめ定義された行列クラスに属する限り、前記出力ウェ
ット・アップミックス・パラメータによって一意的に定義され、前記あらかじめ定義され
た行列クラス内のすべての行列の既知の属性が、あらかじめ定義された行列要素の間の既
知の関係またはあらかじめ定義された行列要素が0であることを含む、
オーディオ・エンコード・システム。
【請求項１９】
　当該オーディオ・エンコード・システムは、複数のダウンミックス・チャネルおよび関
連付けられたドライ・アップミックス・パラメータおよびウェット・アップミックス・パ
ラメータの形でマルチチャネル・オーディオ信号の表現を提供するよう適応されており、
当該オーディオ・エンコード・システムは：
　それぞれのダウンミックス・チャネルおよびそれぞれの関連付けられたアップミックス
・パラメータを、オーディオ信号チャネルのそれぞれの集合に基づいて独立して計算する
よう動作可能なパラメトリック・エンコード部を含む複数のエンコード部と；
　前記マルチチャネル・オーディオ信号のチャネルの、それぞれのダウンミックス・チャ
ネルおよび少なくとも該ダウンミックス・チャネルの少なくともいくつかについてはそれ
ぞれの関連付けられたアップミックス・パラメータによって表わされるチャネルの諸集合
への分割に対応する、前記マルチチャネル・オーディオ信号の符号化フォーマットを決定
するよう構成された制御部であって、前記符号化フォーマットはさらに、それぞれのダウ
ンミックス・チャネルのうちの少なくともいくつかを計算するためのあらかじめ定義され
た規則の集合に対応する、制御部とを有しており、
　当該オーディオ・エンコード・システムは、決定された符号化フォーマットが第一の符
号化フォーマットであることに応答して、前記複数のエンコード部の第一の部分集合を使
って前記マルチチャネル・オーディオ信号をエンコードするよう構成されており、当該オ
ーディオ・エンコード・システムは、決定された符号化フォーマットが第二の符号化フォ
ーマットであることに応答して、前記複数のエンコード部の第二の部分集合を使って前記
マルチチャネル・オーディオ信号をエンコードするよう構成されており、前記エンコード
部の前記第一および第二の部分集合の少なくとも一方は、前記第一のパラメトリック・エ
ンコード部を含む、
請求項１８記載のオーディオ・エンコード・システム。
【請求項２０】
　前記複数のエンコード部は、高々単一のオーディオ・チャネルをダウンミックス・チャ
ネルにおいて独立してエンコードするよう動作可能な単一チャネル・エンコード部を含み
、前記エンコード部の前記第一および第二の部分集合の少なくとも一方は、前記単一チャ
ネル・エンコード部を含む、請求項１９記載のオーディオ・エンコード・システム。
【請求項２１】
　請求項１ないし７および１３ないし１７のうちいずれか一項記載の方法を実行するため
の命令をもつコンピュータ可読媒体を有するコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項２２】
　N＝3またはN＝4である、請求項１ないし７および１３ないし１７のうちいずれか一項記
載の方法、請求項８ないし１２のうちいずれか一項記載のオーディオ・デコード・システ
ム、請求項１８ないし２０のうちいずれか一項記載のオーディオ・エンコード・システム
または請求項２１記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
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